


標準断面図A-A′断面
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砕石舗装　γsat＝20.0kN/m3　γt＝18.0kN/m3　φ＝30°
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本図面は、令和6年度3月時点のものであり、今後変更する可能性があります。

深層混合処理工法(ブロック式)
quck=1,000kN/m2

中層混合処理工法(検討中)

重量物不可範囲

L=5.00

上部工 L=3.00
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標準断面図B-B′断面

本図面は、令和6年度3月時点のものであり、今後変更する可能性があります。

深層混合処理工法(ブロック式)
quck=1,000kN/m2

重量物不可範囲

L=5.00

上部工 L=3.00

砕石舗装　γsat＝20.0kN/m3　γt＝18.0kN/m3　φ＝30°



-18.80

-20.30

-25.00

-28.50

-33.10

-12.20

-23.70

-27.00

-28.50

-33.10

-39.10 -39.10

-21.50

γt＝18.5kN/m3，γ'＝8.7kN/m3
φ＝33° N＝11

As1

γt＝18.0kN/m3，γ'＝10.0kN/m3
φ＝33° N＝19

As2

γt＝18.0kN/m3，γ'＝10.0kN/m3
φ＝36° N＝32

As3

γt＝18.0kN/m3，γ'＝10.0kN/m3
φ＝38° N＝50

Dsg

γ＝11.1kN/m3，γ'＝1.0kN/m3
C＝83.7kN/m2

Dc1

γt＝18.0kN/m3，γ'＝10.0kN/m3
φ＝34° N＝25

Ds1

γ＝17.6kN/m3，γ'＝7.5kN/m3
C ＝133.4kN/m2

Dc2

γt＝18.0kN/m3，γ'＝10.0kN/m3
φ＝37° N＝50

Ds2

γ＝17.6kN/m3，γ'＝7.5kN/m3
C ＝133.4kN/m2

Dc2

γt＝18.0kN/m3，γ'＝10.0kN/m3
φ＝34° N＝25

Ds1

γ＝11.1kN/m3，γ'＝1.0kN/m3
C＝83.7kN/m2

Dc1

γt＝18.0kN/m3，γ'＝10.0kN/m3
φ＝39° N＝49

Dsg

γt＝18.0kN/m3，γ'＝10.0kN/m3
φ＝36° N＝26

As3

γt＝18.0kN/m3，γ'＝10.0kN/m3
φ＝34° N＝13

As2

γt＝18.0kN/m3，γ'＝10.0kN/m3
φ＝37° N＝50

Ds2

γt＝18.0kN/m3，γ'＝10.0kN/m3
φ＝32° N＝5

Bcg

-7.90

γt＝18.5kN/m3，γ'＝8.7kN/m3
φ＝33° N＝11

As1

+0.80H.W.L.  +0.80
L.W.L. ±0.00

+3.30

+2.00

-23.50

地
盤

改
良
厚
H
=
1
3
.4
0

鋼管矢板(SKY490)
φ1200×19t  L=25.50m
(L-T型 L-100×75×10)

2
.
5
0

-2.20

-12.60(設計水深)

100.00

地盤改良工範囲 L=26.00

標準断面図C-C′断面

本図面は、令和6年度3月時点のものであり、今後変更する可能性があります。

深層混合処理工法(ブロック式)
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本図面は、令和6年度3月時点のものであり、今後変更する可能性があります。

非液状化材

上部工 L=3.00

砕石舗装　γsat＝20.0kN/m3　γt＝18.0kN/m3　φ＝30°


